
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「アメーラトマト」の話から 

校 長 日𠮷美矢子 

以下の文は、私が、昨年度の秋に、校長室だより(教員への便り)に書いたメッセージです。教育に携わ

る私たちが、いつも大切にしていきたい点であると考えています。保護者の皆様にも、私たちの思いを共

有していただき、今後も、子どもたちの成長のために温かくかかわわり、共に育んでいかれれば幸いです。 

 

秋も深まり、我が家の裏庭の菊の花がつぼみを持ち始めました。菊というと思い出す俳句があります。

「菊づくり 菊見るときは ただの人」という句ですが、これは、「菊作りは、花が終わる初冬から始まる。土壌

づくり、水やり、追肥、脇芽取り、害虫駆除等、１年中、手を抜けない。丹精込めた労作業の連続があって、

大輪の花を咲かせることができる。素晴らしい菊づくりの影には、それを育てた人の苦労が必ずある。」とい

う内容の句です。そして、その労苦は教育の仕事にも当てはまるのではないかと思います。４月に受け持

った子どもたちの成長した姿をそっと見ることは、教師として、担任としてこの上なくうれしい瞬間です。 

話は変わり、今年の夏に、私は母ときゅうりとトマトの苗を植えました。きゅうりは見事に育ち、多くの収穫

があったのですが、トマトは、私の水のやりすぎで、実っても腐ってしまい、一つも収穫できませんでした。

あとから、トマトはアンデス地方の野菜なので、水は最小限で、むやみに与えてはいけないということを知り

ました。暑い夏だからよかれと思ってやっていたことですが、これは、トマトという野菜の性質を知らなかっ

たために起きたことです。子ども理解ならず、野菜理解の大切さを知ったできごとでした。先日の校長会で

(元)西山教育長が「アメーラトマト」の話をしてくださいました。元々「アメーラ」という品種のトマトはなく、「桃

太郎」というトマトの種類が、育て方で「アメーラ」というとても甘いトマトになるそうです。先ほど書いたように、

トマトは水を嫌うので、育てる方が、かなり厳しい心で作ることが大事で、もう枯れそうだという絶妙のタイミン

グで水を与えることが必要だそうです。そのタイミングがはずれたり、水が多かったりすると、「アメーラ」とい

う甘いトマトは育たないということです。 

これは、子どもの教育にかかわっている私たちにも全く同じことが言えるのではないでしょうか。先生が、

今この瞬間の子どもたちの思いや願い、頑張りを見逃さずに、ここぞという所で 

「頑張ったね」「よかったよ」「これからも頑張ろうね。」と子どもの心に寄り添 

い、称賛や激励のことばをかけることは、子どもの自信ややる気を高めること 

につながります。また、逆に、子どもたちが悪いことをした時には、ひるまず、 

その場、その場で、何が悪かったのか、自分自身の行為に自分で気が付 

くようなかわわりが必要だと思います。絶妙なタイミングでそれができるか否 

かが、かぎです。子どもたちは、まわりの人から自分の行為を認められ、自 

己肯定感を高めたり、また、本気で反省したりして、成長していきます。 

子どもの成長にかかわる私たち教員は、そのタイミングを逃さずに、子どもた 

ちに優しく、そして時には厳しさも忘れずに、温かくかかわっていきたいです。 (H２９ 長小校長室だよりから) 

 

＊１１月１６日(金)の午後に長泉町指定研究発表会を本校で行います。平成２７年度から４年間継続して取

り組んできた、研究テーマ「問をもち、かかわり合いながら 学びを実感する子どもたちを育む授業づくり」

という研究や１・３・５年の公開授業の発表を通して、英語教育を始め、これまでの研究のまとめと、多くの

皆さんの役に立つ発表の場になればと考え、現在、学校全体で準備を進めています。 

学校だより   ☆学校教育目標 「自ら考え 高め合いながら 伸びる子」 

長泉小学校      ◎重点目標＝キーワード 「進んでかかわり合う

重点生活目標     「あいさつがひびき合う学校」 
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学年 
時間 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
さくら 
つき 

２時間目 １５２ ５７ ６３ ６０ ４７ ５１ ７ 

３時間目 １４４ １３３ １２２ １００ ８０ ８１ １０ 

４時間目 ７８ １４６ ７２ ７７ ５４ ６２ １０ 

５時間目 ６８ １０２ ６８ １０６ ７７ １１４ １０ 

延べ人数 ４４２ ４３８ ３２５ ３４３ ２５８ ３０８ ３７ 

１０月２７日（土）は、今年度の新たな試みとして、土曜参観を実施し、２時間目から５時間目の

授業を公開しました。午前中はあいにくの雨でしたが、土曜日ということもあり、父親の皆様の姿が

多く見られ、いつもの参観日とはまた違った雰囲気でした。子どもたちは、落ち着いて授業に取り組

みながらも、いつも以上に張り切っていた気がします。午後は、雨も上がり、予定していた４年生の

リレー会も運動場で実施できました。大勢の皆様に参観していただき、ありがとうございました。土

曜参観については、アンケート用紙を配布済みです。１１月２日（金）締め切りとしてありますので、

まだの御家庭は、提出をお願いします。 

先月号の学校だよりで児童教育講演会に

ついてお伝えしましたが、講演をしていた

だいた、宮西達也さんに子どもたちの感想

を送ったところ、お礼の葉書が届きました。 

とてもお忙しい中、長泉小の子どもたち

のために講演をしていただきました。あり

がとうございました。 

中庭東側に、中土狩の鈴木様よりお借りしている畑があり

ます。夏の PTA奉仕作業で、草取りをしていただきました。

その後、地域の方に耕うんをお願いし、学校支援地域本部事

業のボランティアさんに畝立てをしていただきました。現

在、さくら・つき組が、白菜、大根、キャベツ、蕪を育てて

います。だいぶ生長してきて収穫が楽しみです。この後、２

年生もキャベツを育てる予定です。 


